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岡山市の概要

・全国１９番目の政令指定都市（平成２１年４月１日～）

・人口約７１万人

・面積約７９０㎢

・学校数

幼稚園： ６１園（休園３園）

認定こども園： ５園

小学校： ８９校（分校２校）

中学校： ３８校

高等学校： １校
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関係機関と連携した交通安全指導
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【ソフト面】
○セーフティサイクル・ス
テップアップ・スクール

○自転車指導警告数の
情報提供

【ハード面】
○学校安全アドバイザー
派遣事業

○通学路の合同点検



平成２８年５月警察と協定を締結

岡山県
教育長

岡山市
教育長
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岡山県警察
本部長



１．セーフティサイクル・ステップアップ・
スクール（ＳＳＳ）

○連携機関 警察

○開始時期 平成２６年１０月

○実施回数 １～２ヶ月に１度（年７回）

○特 徴 帰りの会等での短時間学習

小学校（低／高学年）用、

中学・高校用の３段階準備

解答編等による家庭啓発
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小学校用
（低学年）
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小学校用
（高学年）
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中学校・高校用
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アンケート結果から（Ｈ２７）

80.1% 18.7% 1.2%

よく分かった 少し分かった 分からなかった

○対象 小学校６校 ４～６年生 ５９１人

54.1% 43.2% 2.7%

知りたい どちらでもいい 知りたくない

Ｑ 自転車に乗るとき、道を歩くときなど注意すべき点が分かりましたか。

Ｑ これからも交通ルールについて知りたいですか。
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アンケート結果から（Ｈ２７）

72.4% 13.8% 13.8%

気をつけている 普段と変わらない どちらとも言えない

○対象 中学校６校 １～３年生 ６９１人

63.2% 18.4% 13.5% 18.4%

よくなる 少しずつよくなる 変わらない 分からない

Ｑ ＳＳＳを受講し、違反や事故にあわないために気をつけていますか。

Ｑ 県内の小・中・高校が実施すれば、自転車ルール・マナーがよくなると

思いますか。
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アンケート結果から（Ｈ２７）

44.7% 46.8% 8.5%

継続すべき どちらとも言えない 継続しなくてよい

○対象 教員 ３７２人

Ｑ セーフティサイクル・ステップアップ・スクールの継続について。

＊ちなみに、保護者（２，６３６人）の９５．７％は

「継続すべき」と回答。

＊児童生徒や保護者と比較して、教員はやや負担感

を感じている様子も見られる。
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２．自転車指導警告数の情報提供

○連携機関 警察

○開始時期 平成２８年６月

○報 告 ２～３ヶ月ごとに

各校の毎月の件数を報告
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自転車指導警告数の推移（６～１０月）

＊違反項目は主だったもののみ抽出
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６月 11 40 4 2 1 136 1 1 6 14 218

７月 17 22 6 4 7 187 1 4 12 15 279

８月 14 18 4 6 2 135 0 4 16 6 206

９月 22 33 4 0 10 196 4 3 11 10 294

１０月 44 33 5 9 6 218 5 2 13 25 364
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３．学校安全アドバイザー派遣事業

○アドバイザー
・交通安全 →警察ＯＢ（２名）
・生活安全 →警察ＯＢ（２名）
・災害安全 →大学職員・気象台（６名）

○６年間で市内全学校にアドバイザーを派遣
（本年度は２サイクルの１年目）
○職員研修、児童生徒（地域）への講義等、
学校のニーズに合わせて派遣可能
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例）通学路の危険箇所を点検

15



４．通学路の合同点検

○連携機関 警察、道路管理者
＊必要に応じて、地域代表者も参加（町内会長、

交対協会長等）も参加

○５年間で市内全学校の通学路を点検

○関係機関が一堂に会して点検するので

補修等の打ち合わせをスムーズに行うこ

とができる。
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学校が要望を挙げる
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学校が要望を挙げる

現地の地図と
写真を添付し
提出する。
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4
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用水路への転落防止対策も
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成果

○児童生徒の交通安全に関する意識や

危機回避能力の向上につながる取組

ができた。（ソフト面）

○児童生徒の安全な登下校にむけての環

境整備を行うことができた。（ハード面）

○関係機関（特に警察）との連携、情報交

換が以前よりスムーズに行うことができ

るようになった。
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交通事故件数の推移（Ｈ２５～）

岡山市内中学生 H25 H26 H27 H28

件 数 146 103 88 56

死 者 数 0 0 0 0

負 傷 者 数 179 129 98 77

岡山市内小学生 H25 H26 H27 H28

件 数 117 95 76 68

死 者 数 1 0 0 1

負 傷 者 数 194 152 106 112

＊Ｈ２８は概数
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課題

○交通事故件数が減少していることは大

変喜ばしいことであるが、それぞれの取

組の効果をどう評価するのかが課題で

ある。

また、究極的な目標は交通事故０件で

あるので、今後も関係機関と継続した

連携が必要となる。
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ご清聴ありがとうございました


